
4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

4.4  流水の正常な機能の維持の観点からの検討 

 

4.4.1  複数の流水の正常な機能の維持対策案の立案等 

沙流川流域における適用性が高い流水の正常な機能の維持対策案を概略評価により抽出

し、概略評価した流水の正常な機能の維持対策案について、利水参画者等へ意見聴取を行

った。そして、利水参画者等から得た回答を踏まえて抽出する流水の正常な機能の維持対

策案を再整理した。 

 

4.4.1.1  河川整備計画における流水の正常な機能を維持するために必要な流量について 

検証要領細目において、流水の正常な機能の維持の観点からの検討については、河川整

備計画で想定している目標と同程度の目標を達成することを基本とした対策案を立案し、

評価することと規定されているため、河川整備計画で設定している流水の正常な機能の維

持に必要な流量を確保することを基本として対策案を立案することとした。 

 

●河川整備計画の目標 

流水の正常な機能を維持するために必要な流量については、河川の流況、水利使用、動

植物の生息・生育地の状況、漁業、景観、流水の清潔の保持等に必要な流量を勘案し、平

取地点において、概ね 11m3/s を確保する。 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

4.4.1.2  流水の正常な機能の維持対策案立案の基本的な考え方 

流水の正常な機能の維持については、「検証要領細目」より 13 方策を参考として、沙流

川流域の特性に応じ複数の対策案を立案した。 

 

 

表 4.4-1 方策の概要 

利水上の効果等 

方策 効果を定量的に見込

むことが可能か 

取水地点 

(導水路の新設を前提

としない場合) 

河 道外貯留 施設

( 貯 水 池 )
可能 施設の下流 

ダ ム 再 開 発

(かさ上げ・掘削)
可能 ダム下流 

供
給
面
で
の
対
応 

(

河
川
区
域
内) 他用途ダム容量の

買 い 上 げ
可能 ダム下流 

水 系 間 導 水 可能 導水先位置下流 

地 下 水 取 水 ある程度可能 

井戸の場所 

(取水の可否は場所に

よる) 

た め 池

(取水後の貯留施設

を含む。) 

可能 施設の下流 

海 水 淡 水 化 可能 海沿い 

供
給
面
で
の
対
応 

(

河
川
区
域
外) 

水 源 林 の 保 全 できない 水源林の下流 

ダ ム使用権 等の

振 替
可能 振替元水源の下流 

既 得 水 利 の

合 理 化 ・ 転 用
ある程度可能 転用元水源の下流 

渇 水調整の 強化 できない ― 

節 水 対 策 困難 ― 

需
要
面
・
供
給
面
で
の 

総
合
的
な
対
応 

雨 水・中水 利用 困難 ― 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(1)  河道外貯留施設(貯水池) 

河道外に貯水池を設け、河川の流水を導水し、貯留することで水源とする。 

 

(検討の考え方) 

沙流川に沿った地域において、対策案への適用の可能性について検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-1 河道外貯留施設(貯水池)のイメージ 

 

平取町

平取

0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)

日高町

日高町

平取ダム
二風谷ダム

凡 例

基準地点

凡 例

基準地点

奥沙流ダム

岩知志ダム

河道外貯留施設イメージ
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(2)  ダム再開発(かさ上げ・掘削) 

既設のダムをかさ上げあるいは掘削することで容量を確保し、水源とする。 

 

(検討の考え方) 

沙流川水系に存在する 3の既設ダムの再開発(かさ上げ・掘削)について、対策案へ

の適用の可能性を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-2 ダム再開発(かさ上げ・掘削のイメージ) 

岩知志ダム 

かさ上げ前

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

かさ上げ後

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

かさ上げにより
新たに確保する容量

かさ上げ前

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

かさ上げ後

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

かさ上げにより
新たに確保する容量

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

かさ上げにより
新たに確保する容量

ダム再開発(かさ上げ)イメージ

施 設 名 二風谷ダム

所 轄 ・ 所 管 国土交通省

形 式 重力式コンクリート

目 的
洪水調節・水道・発電・

流水の正常な機能の維持
集 水 面 積 1,215km

2

総 貯 水 容 量 31,500千m
3

有効貯水容量 17,200千m
3

施 設 名 岩知志ダム

所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）

形 式 重力式コンクリート

目 的 発電

集 水 面 積 567km
2

総 貯 水 容 量 5,040千m
3

有効貯水容量 560千m
3

二風谷ダム二風谷ダム

施 設 名 奥沙流ダム
所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）
形 式 重力式コンクリート
目 的 発電
集 水 面 積 52km

2

総 貯 水 容 量 530千m3

有効貯水容量 155千m
3奥沙流ダム奥沙流ダム

平取町

平取

0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)

日高町

日高町

平取ダム
二風谷ダム

凡 例

基準地点

凡 例

基準地点

奥沙流ダム

岩知志ダム
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(3)  他用途ダム容量の買い上げ 

既存のダムの他の用途のダム容量を買い上げて容量とすることで水源とする。 

 

(検討の考え方) 

沙流川水系に存在する 3 の既設ダムにおける他用途ダム容量の買い上げについて、

対策案への適用の可能性を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-3 他用途ダム容量の買い上げイメージ 

 

平取町

平取

0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)

日高町

日高町

平取ダム
二風谷ダム

凡 例

基準地点

凡 例

基準地点

奥沙流ダム

岩知志ダム
岩知志ダム 

他用途ダム容量買い上げイメージ

他の用途（発電等）
のダム容量

新規利水等の容量
として買い上げ

既設ダム

施 設 名 岩知志ダム

所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）

形 式 重力式コンクリート

目 的 発電

集 水 面 積 567km2

総 貯 水 容 量 5,040千m3

有効貯水容量 560千m3

施 設 名 奥沙流ダム
所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）
形 式 重力式コンクリート
目 的 発電
集 水 面 積 52km

2

総 貯 水 容 量 530千m3

有効貯水容量 155千m
3奥沙流ダム奥沙流ダム
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(4)  水系間導水 

水量に余裕のある他水系から導水することで水源とする。 

 

(検討の考え方) 

沙流川水系に隣接する水系において流況の季節的な特性等を勘案し、対策案への適

用の可能性について検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-4 水系間導水のイメージ 

 

沙流川水系から新
冠川水系へ導水

鵡川水系から沙流
川水系へ導水

沙流川水系から鵡
川水系へ導水

平取

水道取水地点
(日高町)

凡 例

基準地点

余剰水

Ａ
川

Ｂ
川

余剰水

Ａ
川

Ｂ
川

水系間導水イメージ
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(5)  地下水取水 

伏流水や河川水に影響を与えないよう配慮しつつ、井戸の新設等により、水源とす

る。 

 

(検討の考え方) 

井戸の新設等による地下水取水について、対策案への適用の可能性を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-5 地下水取水のイメージ 

平取町

平取
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日高町

日高町

平取ダム
二風谷ダム

凡 例

基準地点

凡 例

基準地点

奥沙流ダム

岩知志ダム

資料：平成22年度 日本の水資源

岩盤

《平野部》
降水

蒸発散

地下水利用 地下水利用

降水

蒸発散

ミネラルウォーター

降水

蒸発散

《山間部》

浸透
浸透

地下水の流れ

帯水層
砂礫層

砂質土層

しぼり出し
（水の移動）

（地下水のある地層）

帯水層

（地下水のある地層）

井
戸

井
戸

粘性土層
（水を透しにくい層）

粘性土層
（水を透しにくい層）

圧密沈下

岩石の割れ目、裂け目、空間

等には、「裂か水」と呼ばれる
地下水が存在。ミネラルが豊
富。

地下水取水イメージ
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(6)  ため池(取水後の貯留施設を含む) 

主に雨水や地区内流水を貯留するため池を設置することで水源とする。 

 

(検討の考え方) 

沙流川に沿った地域における貯留施設の設置について、対策案への適用の可能性を

検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-6 ため池のイメージ 
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ため池イメージ
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(7)  海水淡水化 

海水を淡水化する施設を設置し、水源とする。 

 

(検討の考え方) 

海沿いや河口付近等における海水淡水化施設の設置について、対策案への適用の可

能性を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-7 海水淡水化のイメージ 

 

海水淡水化イメージ

平取

凡 例

基準地点

海水淡水化施設

の想定範囲 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(8)  水源林の保全 

主にその土壌の働きにより、雨水を地中に浸透させ、ゆっくりと流出させるという

水源林の持つ機能を保全し、河川流況の安定化を期待する。 

 

(検討の考え方) 

沙流川流域の森林の分布状況等を踏まえ、対策案への適用の可能性について検討す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国土数値情報 昭和 51 年・平成 

3 年・9年・18 年 土地利用メッ 

シュを使用して作成 

 

図 4.4-8 水源林の保全のイメージ 

 

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

S51 H3 H9 H18

河川、湖沼

山林

農地等（水田除く）

水田

市街地

水源林の保全イメージ

沙流川流域地目別土地利用の割合

出典：今後の治水対策のあり方に関する有識者会議

   第６回配布資料 資料１大田猛彦氏資料 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(9)  ダム使用権等の振替 

需要が発生しておらず、水利権が付与されていないダム使用権等を必要な者に振り

替える。 

 

(検討の考え方) 

沙流川水系に存在する 3の既設ダムにおけるダム使用権等の振替について、対策案

への適用の可能性を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-9 ダム使用権等の振替のイメージ 
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ダム使用権振替イメージ
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3
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(10)  既得水利の合理化・転用 

用水路の漏水対策、取水施設の改良等による用水の使用量の削減、農地面積の減少、

産業構造の変革等に伴う需要減分を、他の必要とする用途に転用する。 

 

(検討の考え方) 

沙流川水系の既得水利の合理化、転用について、対策案への適用の可能性を検討す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施前 実施後

別な用途への転用

宅地化など

農地の減少

工業用水等

かんがい用水

河川

水田水田

別な用途への転用

宅地化など

農地の減少

工業用水等

かんがい用水

河川

水田水田

かんがい用水

河川

水田水田 水田水田

かんがい用水

河川

水田水田 水田水田

既得水利の合理化・転用イメージ
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(11)  渇水調整の強化 

「沙流川水系流域水利用協議会」の機能を強化し、渇水時に被害を最小とするよう

な取水制限を行う。 

 

(検討の考え方) 

沙流川水系の渇水調整の状況を勘案しつつ、対策案への適用の可能性を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-10 沙流川水系流域水利用協議会構成員名簿 

室蘭開発建設部 

胆振総合振興局 

日高振興局 

日高町 

平取町 

北海道電力（株） 

ほくでんエコエナジー（株） 

ほか、かんがい用水 2 機関 

   工業用水   4 機関 

   その他    3 機関 

 

 

渇水調整の強化イメージ
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(12)  節水対策 

節水コマなど節水機器の普及、節水運動の推進、工場における回収率の向上等によ

り、水需要の抑制を図る。 

 

(検討の考え方) 

沙流川水系の節水イメージについて、対策案への適用の可能性を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省・水管理・国土保全局ＨＰ「節水小辞典」 

 

 

◆水道の流しっぱなしはせず、野菜や食器
は“ため洗い”。

◆せっけん水と1回目のすすぎ水は風呂
の残り湯を使う。

◆タンク内に水の入ったビンを入れる。

キッチンキッチン 洗濯洗濯 トイレトイレ

◆散水は米のとぎ汁や残り湯など。

散水散水風呂風呂

節水対策イメージ
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(13)  雨水・中水利用 

雨水利用の推進、中水利用施設の整備、下水処理水利用の推進により、河川水・地

下水を水源とする水需要の抑制を図る。 

 

(検討の考え方) 

沙流川流域の雨水・中水利用について、対策案への適用の可能性を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国土交通省水管理・国土保全局 HP

雨水・中水利用イメージ

4-193



4.
 平

取
ダ

ム
検
証
に
係

る
検

討
の
内
容
  

表
 
4
.
4
-
2
 

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
適

用
性

(
1
)
 

対
策
案
 

方
策
の
概
要
 

沙
流
川
流
域
へ
の
適
用
性
 

0
.
ダ
ム
【
検
証
対
象
】
 

河
川

を
横

過
し

て
専

ら
流

水
を

貯
留

す
る

目
的

で
築

造
さ

れ
る

構

造
物
で
あ
る
。
 

平
取
ダ
ム
に
よ

り
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
必
要
な
流
量
を
確
保
す
る
。
 

1
.
河
道
外
貯
留
施
設
 

 
(
貯
水
池
)
 

河
道

外
に

貯
水

池
を

設
け

、
河

川
の

流
水

を
導

水
し

、
貯

留
す

る

こ
と
で
水
源
と
す
る
。
 

二
風
谷
ダ
ム
上

流
に
お
け
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。
 

2
.
ダ
ム
再
開
発
 

 
(
か
さ
上
げ
・
掘
削
)
 

既
存

の
ダ

ム
を

か
さ

上
げ

あ
る

い
は

掘
削

す
る

こ
と

で
容

量
を

確

保
し
、
水
源
と
す
る
。
 

既
設
ダ
ム
(
二
風

谷
ダ
ム
・
岩
知
志
ダ
ム
・
奥
沙
流
ダ
ム
)
の
再
開
発
に
つ
い
て
可
能
性

を
検
討
す
る
。

 

3
.
他
用
途
ダ
ム
容
量
の
買
い
上
げ
 

既
存

の
ダ

ム
の

他
の

用
途

の
ダ

ム
容

量
を

買
い

上
げ

て
容

量
と

す

る
こ
と
で
水
源
と
す
る
。
 

放
流
設
備
の
設

置
等
も
含
め
て
可
能
性
を
検
討
す
る
。
 

4
.
水
系
間
導
水
 

水
量

に
余

裕
の

あ
る

他
水

系
か

ら
導

水
す

る
こ

と
で

水
源

と
す

る
。
 

導
水
量
の
増
減

に
つ
い
て
可
能
性
を
検
討
す
る
。
(
鵡
川
水
系
・
新
冠
川
水
系
)
 

5
.
地
下
水
取
水
 

伏
流

水
や

河
川

水
に

影
響

を
与

え
な

い
よ

う
配

慮
し

つ
つ

、
井

戸

の
新
設
等
に
よ
り
、
水
源
と
す
る
。
 

二
風
谷
ダ
ム
上

流
に
お
い
て
井
戸
を
掘
削
す
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。
 

6
.
た
め
池
 

主
に

雨
水

や
地

区
内

流
水

を
貯

留
す

る
た

め
池

を
配

置
す

る
こ

と

で
水
源
と
す
る
。
 

二
風
谷
ダ
ム
上

流
に
お
け
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。
 

7
.
海
水
淡
水
化
 

海
水
を
淡
水
化
す
る
施
設
を
配
置
し
、
水
源
と
す
る
。
 

沙
流
川
河
口
付

近
か
ら
二
風
谷
ダ
ム
上
流
ま
で
の
導
水
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。
 

供 給 面 で の 対 応 

8
.
水
源
林
の
保
全
 

水
源

林
の

持
つ

機
能

を
保

全
し

、
河

川
流

況
の

安
定

化
を

期
待

す

る
。
 

現
況
の
森
林
が

水
源
林
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
今
後
も
取
組
を
継
続
す
る
。
 

  
：
今
回
の
検
討
に
お
い
て
採
用
し
た
方
策

 
：
全
て
の
対
策
案
と
と
も
に
取
り
組
む
べ
き
方
策

：
今
回
の
検
討
に
お
い
て
採
用
し
な
か
っ
た
方
策
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4.
 平

取
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ム
検
証
に
係

る
検

討
の
内
容
  

表
 
4
.
4
-
3
 

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
適

用
性

(
2
)
 

対
策
案
 

方
策
の
概
要
 

沙
流
川
流
域
へ
の
適
用
性
 

9
.
ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替
 

需
要

が
発

生
し

て
お

ら
ず

、
水

利
権

が
付

与
さ

れ
て

い
な

い
ダ

ム

使
用
権
等
を
必
要
な
者
に
振
り
替
え
る
。
 

二
風
谷
ダ
ム
に
は
、
振
替
え
可
能
な
ダ
ム
使
用
権
は
な
い
。
 

1
0
.
既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用
 

用
水

路
の

漏
水

対
策

、
取

水
施

設
の

改
良

等
に

よ
る

用
水

の
使

用

量
の

削
減

、
農

地
面

積
の

減
少

、
産

業
構

造
の

変
革

等
に

伴
う

需

要
減
分
を
、
他
の
必
要
と
す
る
用
途
に
転
用
す
る
。
 

既
存
の
水
利
使

用
の
合
理
化
・
転
用
に
つ
い
て
可
能
性
を
検
討
す
る
。
 

1
1
.
渇
水
調
整
の
強
化
 

「
沙

流
川

水
系

流
域

水
利

用
協

議
会

」
の

機
能

を
強

化
し

、
渇

水

時
に
被
害
を
最
小
と
す
る
よ
う
な
取
水
制
限
を
行
う
。
 

渇
水
時
の
調
整

は
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
取
組
み
を
継
続
す
る
。
 

1
2
.
節
水
対
策
 

節
水

機
器

の
普

及
、

節
水

運
動

の
推

進
、

工
場

に
お

け
る

回
収

率

の
向
上
等
に
よ
り
、
水
需
要
の
抑
制
を
図
る
。
 

水
需
要
抑
制
の

取
り
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
取
組
を
継
続
す
る
。
 

需 要 面 ・ 供 給 面 で の 総 合 的 な 対 応 

1
3
.
雨
水
・
中
水
利
用
 

雨
水

利
用

の
推

進
、

中
水

利
用

施
設

の
整

備
、

下
水

処
理

水
の

利

用
の

推
進

に
よ

り
河

川
水

・
地

下
水

を
水

源
と

す
る

水
需

要
の

抑

制
を
図
る
。
 

水
需
要
抑
制
の

取
り
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
取
組
を
継
続
す
る
。
 

  

  

：
今
回
の
検
討
に
お
い
て
採
用
し
た
方
策
 

：
全
て
の
対
策
案
と
と
も
に
取
り
組
む
べ
き
方
策

：
今
回
の
検
討
に
お
い
て
採
用
し
な
か
っ
た
方
策
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

4.4.1.3  流水の正常な機能の維持対策案の立案 

 

＜流水の正常な機能の維持対策案の立案の方針＞ 

(1)「検証要領細目」で示されている 14 方策から 4.4.1.2 で整理した沙流川への適用性

を考慮して抽出して、組み合わせる。 

 

(2)流水の正常な機能の維持対策案は、以下に示す河川整備計画の目標とする流水の正常

な機能の維持に必要な流量を確保できるものとする 

 

 ●流水の正常な機能の維持 

  河川の流況、水利使用、動植物の生息・生育地の状況、漁業、景観、流水の清潔の

保持等に必要な流量を勘案し、平取地点において、概ね 11m3/s を確保する。 

 

(3)「水源林の保全」、「渇水調整の強化」、「節水対策」、「雨水・中水利用」については、

効果を定量的に見込むことが困難であるが、それぞれが大切な方策であり継続してい

くべきと考えられるため、全ての流水の正常な機能の維持対策案に組み合わせる。 

 

(4)各対策案における留意事項 

・流水の正常な機能の維持対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として

有している情報により可能な範囲で検討したものである。 

 

流水の正常な機能の維持対策案の概要を 表 4.4-4～表 4.4-5に示す。 
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4.
 平

取
ダ

ム
検
証
に
係

る
検

討
の
内
容
  

 

表
 
4
.
4
-
4
 

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

一
覧

表
(
1
/
2
)
 

                

※
ダ
ム

再
開
発

に
つ

い
て
は

、
相

対
的
に

容
量

の
大
き

な
二

風
谷
ダ

ム
・

岩
知
志

ダ
ム

に
つ
い

て
検

討
を
行

う
。

河
川

整
備

計
画

1
2

3
4

5
6

7
8

9

ダ ム
平

取
ダ
ム

河
道

外
貯

留
施

設
河

道
外

貯
留

施
設

ダ
ム

再
開

発
（
か

さ
上

げ
）

二
風

谷
ダ
ム

ダ
ム

再
開

発
（
か

さ
上

げ
）

岩
知
志

ダ
ム

ダ
ム

再
開

発
（
掘

削
）

二
風

谷
ダ
ム

ダ
ム

再
開

発
（
掘

削
）

岩
知

志
ダ
ム

ダ
ム

再
開

発
（
掘

削
）

岩
知

志
ダ
ム

地
下

水
取

水
地

下
水

取
水

た
め
池

海
水

淡
水

化

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源
林

の
保

全
水

源
林

の
保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の
保

全
水

源
林

の
保

全
水

源
林

の
保

全

渇
水

調
整

の
強

化
渇

水
調

整
の

強
化

渇
水

調
整

の
強

化
渇

水
調

整
の

強
化

渇
水
調

整
の

強
化

渇
水

調
整

の
強

化
渇
水

調
整

の
強

化
渇

水
調

整
の

強
化

渇
水

調
整

の
強

化
渇

水
調
整

の
強

化

節
水
対

策
節

水
対

策
節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

雨
水

・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中
水

利
用

雨
水

・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用

流
水

の
正

常
な
機

能
の

維
持

対
策

案
（
1
/
2
）

供 給 面 の 対 応

（ 河 川 区 域 内 ）

供 給 面 の 対 応

（ 河 川 区 域 外 ）

需 要 面 ・ 供 給 面 で の 総 合 的 な

対 応 が 必 要 な も の

(
二
風
谷
ダ
ム

か
さ
上
げ
)

(
岩
知
志
ダ
ム

か
さ
上
げ
)

(
二
風
谷
ダ
ム

掘
削
)
 

(
岩
知
志
ダ
ム

掘
削
)
 

(
岩
知
志
ダ
ム

掘
削
)
 

現
 
計
 
画
 

0
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表
 
4
.
4
-
5
 

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

一
覧

表
(
2
/
2
)
 

                      

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

ダ ム

河
道

外
貯

留
施

設
河

道
外

貯
留

施
設

ダ
ム

再
開

発
（
掘

削
）

岩
知

志
ダ

ム

ダ
ム

再
開

発
（
掘

削
）

岩
知

志
ダ

ム

他
用

途
ダ

ム
容

量
の

買
い

上
げ

他
用

途
ダ

ム
容

量
の

買
い

上
げ

他
用

途
ダ

ム
容

量
の

買
い

上
げ

他
用

途
ダ

ム
容

量
の

買
い

上
げ

水
系

間
導

水
水

系
間

導
水

水
系

間
導

水
水

系
間

導
水

水
系

間
導

水

地
下

水
取

水
地

下
水

取
水

た
め

池
た

め
池

た
め

池

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

水
源

林
の

保
全

既
得

水
利

の
合

理
化

・転
用

渇
水

調
整

の
強

化
渇

水
調

整
の

強
化

渇
水

調
整

の
強

化
渇

水
調

整
の

強
化

渇
水

調
整

の
強

化
渇

水
調

整
の

強
化

渇
水

調
整

の
強

化
渇

水
調

整
の

強
化

渇
水

調
整

の
強

化
渇

水
調

整
の

強
化

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

節
水

対
策

雨
水

・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用
雨

水
・
中

水
利

用

供 給 面 の 対 応

（ 河 川 区 域 内 ）

供 給 面 の 対 応

（ 河 川 区 域 外 ）

需 要 面 ・ 供 給 面 で の 総 合 的 な

対 応 が 必 要 な も の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

（
2
/
2
）

(
岩
知
志
ダ
ム
 

掘
削
)
 

(
岩
知
志
ダ
ム

掘
削
)
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(1)  流水の正常な機能の維持対策案-0 平取ダム 

【対策案の概要】 

・沙流川水系額平川に平取ダムを建設する。 

・平取ダム本体及び付替道路等の工事を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-11 検討概要図 

 

位置 沙流郡平取町字芽生 

ダム形式 重力式コンクリートダム 

堤体積 18.29 万 m3 

総貯水容量 4,580 万 m3 

岩知志ダム

0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)

平取ダム位置図

平取ダム

二風谷ダム
（完成）

平取（基準地点）

平取町

日高町

日高町

0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)

平取ダム位置図

平取ダム

二風谷ダム
（完成）

平取（基準地点）

平取町

日高町

日高町

奥沙流ダム

岩知志ダム 

平取ダム貯水池容量配分図平取ダム貯水池容量配分図

平取ダム完成予想図 

堤頂長

600.0m

堤高 

56.5m 

【対策案】 

■ダム 

 平取ダム 

平取ダム位置図 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(2)  流水の正常な機能の維持対策案-1 河道外貯留施設 

【対策案の概要】 

・河道外貯留施設（貯水池）を新設し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を

確保する。 

・河道外貯留施設は、必要量 9,100 千 m3を最も経済的に確保できる平取ダム事業区域とす

る。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■河道外貯留施設（貯水池） 

 貯留施設            3箇所 

  用地買収                約 100ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-12 検討概要図 

平取

凡 例

基準地点

貯水池位置図

←
沙
流
川

①

②

③

←額平川

二風谷湖

二風谷ダム

貯水池位置図

←
沙
流
川

①

②

③

←額平川

二風谷湖

二風谷ダム
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(3)  流水の正常な機能の維持対策案-2 ダム再開発(二風谷ダムかさ上げ) 

【対策案の概要】 

・二風谷ダムをかさ上げし、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・ダム構造等技術的な検討や地質・環境等の調査を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■ダム再開発 

 二風谷ダムかさ上げ 

  ダムかさ上げ   約 1.3 万 m3 

  ゲート等改築   1 式 

  用地買収     約 10ha 

  道路付替     約 0.1km 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-13 検討概要図 
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施 設 名 二風谷ダム

所 轄 ・ 所 管 国土交通省

形 式 重力式コンクリート

目 的
洪水調節・水道・発電・

流水の正常な機能の維持
集 水 面 積 1,215km

2

総 貯 水 容 量 31,500千m
3

有効貯水容量 17,200千m
3

二風谷ダム二風谷ダム
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(4)  流水の正常な機能の維持対策案-3 ダム再開発(岩知志ダムかさ上げ) 

【対策案の概要】 

・発電専用の容量を有する岩知志ダムをかさ上げし、流水の正常な機能を維持するために

必要な流量を確保する。 

・岩知志ダムのかさ上げに伴い、用地買収を行う。 

・ダム構造等技術的な検討や地質・環境等の調査を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

※沙流川流域で発電専用容量を持つダムは、岩知志ダムと奥沙流ダムである。 

【対策案】 

■ダム再開発 

 岩知志ダムかさ上げ 

  ダムかさ上げ   約 9 万 m3 

  用地買収     約 80ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-14 検討概要図 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(5)  流水の正常な機能の維持対策案-4 ダム再開発(二風谷ダム掘削) 

【対策案の概要】 

・二風谷ダムの貯水池掘削を実施し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確

保する。 

・残土処分場所の確保及び掘削時の下流域への濁水対策を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■ダム再開発 

 二風谷ダム掘削 

  掘削                 約 10 万 m3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-15 検討概要図 

平取

凡 例

基準地点

施 設 名 二風谷ダム

所 轄 ・ 所 管 国土交通省

形 式 重力式コンクリート

目 的
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(6)  流水の正常な機能の維持対策案-5 地下水取水 

【対策案の概要】 

・地下水取水施設を設置し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・各浄水場への導水施設を設置する。 

・導水施設の設置に伴い、用地買収を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■地下水取水（井戸新設） 

 井戸設置             約 730 本 

 導水管         φ100mm、L=約 73km 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-16 検討概要図 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(7)  流水の正常な機能の維持対策案-6 ため池 

【対策案の概要】 

・ため池を設置し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・ため池の設置に伴い、用地買収を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■ため池 

 ため池                  150箇所 

  用地買収                約 300ha 

 導水施設                 150箇所 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-17 検討概要図 

 

平取

凡 例

基準地点

ため池の想定設置範囲 

4-205



4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(8)  流水の正常な機能の維持対策案-7 海水淡水化 

【対策案の概要】 

・海水淡水化施設を設置し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・施設予定地は、太平洋沿岸沙流川河口付近とする。 

・海水淡水化施設から浄水場への導水施設を設置する。 

・海水淡水化施設及び導水施設の設置に伴い、用地買収を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■海水淡水化 

 海水淡水化施設            1式 

  用地買収            約 10ha 

 導水管        φ2,400mm、L=約 20km 

 送水施設               1式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-18 検討概要図 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(9)  流水の正常な機能の維持対策案-8 ダム再開発(岩知志ダム掘削)＋河道外貯留施設 

【対策案の概要】 

・発電専用の容量を有する岩知志ダムの貯水池掘削を実施及び河道外貯留施設（貯水池）

を新設し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・河道外貯留施設は、必要量 4,620 千 m3を最も経済的に確保できる平取ダム事業区域とす

る。 

・残土処分場所の確保及び掘削時の下流域への濁水対策を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

※沙流川流域で発電専用容量を持つダムは、岩知志ダムと奥沙流ダムである。 

【対策案】 

■ダム再開発 

 岩知志ダム掘削 

  掘削                約 450 万 m3 

■河道外貯留施設（貯水池） 

 貯留施設     2 箇所（約 460 万 m3） 

  用地買収                 約 60ha 

※関係者及び施設管理者等との協議を伴うため不確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-19 検討概要図 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(10)  流水の正常な機能の維持対策案-9 ダム再開発(岩知志ダム掘削)＋地下水取水 

【対策案の概要】 

・発電専用の容量を有する岩知志ダムの貯水池掘削を実施及び地下水取水施設を設置し、

流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・残土処分場所の確保及び掘削時の下流域への濁水対策を行う。 

・各浄水場への送水施設を設置する。 

・導水施設の設置に伴い、用地買収を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

※沙流川流域で発電専用容量を持つダムは、岩知志ダムと奥沙流ダムである。 

【対策案】 

■ダム再開発 

 岩知志ダム掘削 

  掘削                約 450 万 m3 

■地下水取水（井戸新設） 

 井戸設置    約 600 本（約 460 万 m3） 

 導水施設           約 120 箇所 

※関係者及び施設管理者等との協議を伴うため不確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-20 検討概要図 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(11)  流水の正常な機能の維持対策案-10 ダム再開発(岩知志ダム掘削)＋ため池 

【対策案の概要】 

・発電専用の容量を有する岩知志ダムの貯水池掘削を実施及びため池を設置し、流水の正

常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・残土処分場所の確保及び掘削時の下流域への濁水対策を行う。 

・ため池の設置に伴い、用地買収を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

※沙流川流域で発電専用容量を持つダムは、岩知志ダムと奥沙流ダムである。 

【対策案】 

■ダム再開発 

 岩知志ダム掘削 

  掘削                約 450 万 m3 

■ため池 

 ため池     100 箇所（約 460 万 m3） 

  用地買収          約 150ha 

 導水施設           100箇所 

※関係者及び施設管理者等との協議を伴うため不確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-21 検討概要図 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(12)  流水の正常な機能の維持対策案-11 ダム再開発(岩知志ダム掘削)＋水系間導水 

【対策案の概要】 

・発電専用の容量を有する岩知志ダムの貯水池掘削を実施し、鵡川からの既設（発電）導

水を増加及び新冠川への既設（発電）導水を減少することにより、流水の正常な機能を

維持するために必要な流量を確保する。 

・残土処分場所の確保及び掘削時の下流域への濁水対策を行う。 

・鵡川からの導水増加や新冠川への導水減少による発電への影響について検討を行う。 

・鵡川水系への影響について検討を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

※沙流川流域で発電専用容量を持つダムは、岩知志ダムと奥沙流ダムである。 

【対策案】 

■ダム再開発 

 岩知志ダム掘削 

  掘削                約 450 万 m3 

■水系間導水 

現時点では関係者及び施設管理者等との

協議を伴うため不確定 

※関係者及び施設管理者等との協議を伴うため不確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-22 検討概要図 
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ダム再開発(掘削)イメージ 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(13)  流水の正常な機能の維持対策案-12 水系間導水＋河道外貯留施設 

【対策案の概要】 

・鵡川からの既設（発電）導水を増加及び新冠川への既設（発電）導水を減少すること、

並びに河道外貯留施設（貯水池）を新設し、流水の正常な機能を維持するために必要な

流量を確保する。 

・鵡川水系への影響について検討を行う。 

・河道外貯留施設は、必要量 460 千 m3を最も経済的に確保できる平取ダム事業区域とする。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■水系間導水 

現時点では関係者及び施設管理者等との

協議を伴うため不確定 

■河道外貯留施設（貯水池） 

 貯留施設            1箇所 

  用地買収          約 35ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-23 検討概要図 

沙流川水系から新
冠川水系へ導水

鵡川水系から沙流
川水系へ導水

沙流川水系から鵡
川水系へ導水

平取

水道取水地点
(日高町)

凡 例

基準地点

貯水池位置図

←
沙
流
川

①

←額平川

二風谷湖

二風谷ダム
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(14)  流水の正常な機能の維持対策案-13 水系間導水＋地下水取水 

【対策案の概要】 

・鵡川からの既設（発電）導水を増加及び新冠川への既設（発電）導水を減少すること、

並びに地下水取水施設を設置し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保

する。 

・鵡川からの導水増加や新冠川への導水減少による発電への影響について検討を行う。 

・鵡川水系への影響について検討を行う。 

・各浄水場への導水施設を設置する。 

・導水施設の設置に伴い、用地買収を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■水系間導水 

現時点では関係者及び施設管理者等との

協議を伴うため不確定 

■地下水取水（井戸新設） 

 井戸設置           約 50 本 

 導水施設            約 10 箇所 

※関係者及び施設管理者等との協議を伴うため不確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-24 検討概要図 

 

沙流川水系から新
冠川水系へ導水

鵡川水系から沙流
川水系へ導水

沙流川水系から鵡
川水系へ導水

平取

水道取水地点
(日高町)

凡 例

基準地点

井戸の想定設置範囲 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(15)  流水の正常な機能の維持対策案-14 水系間導水＋ため池 

【対策案の概要】 

・鵡川からの既設（発電）導水を増加及び新冠川への既設（発電）導水を減少すること、

並びにため池を設置し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・鵡川からの導水増加や新冠川への導水減少による発電への影響について検討を行う。 

・鵡川水系への影響について検討を行う。 

・ため池の設置に伴い、用地買収を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■水系間導水 

現時点では関係者及び施設管理者等との

協議を伴うため不確定 

■ため池 

 ため池                    8箇所 

  用地買収                 約 16ha 

 導水施設                   8箇所 

※関係者及び施設管理者等との協議を伴うため不確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-25 検討概要図 

 

沙流川水系から新
冠川水系へ導水

鵡川水系から沙流
川水系へ導水

沙流川水系から鵡
川水系へ導水

平取

水道取水地点
(日高町)

凡 例

基準地点

ため池の想定設置範囲
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(16)  流水の正常な機能の維持対策案-15 水系間導水＋他用途ダム容量の買い上げ 

【対策案の概要】 

・鵡川からの既設（発電）導水を増加及び新冠川への既設（発電）導水を減少すること、

並びに発電専用の容量を有する岩知志ダムの発電容量を一部買い上げて、流水の正常な

機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・鵡川からの導水増加や新冠川への導水減少による発電への影響について検討を行う。 

・鵡川水系への影響について検討を行う。 

・岩知志ダムから発電容量買い上げについての影響の検討を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

※沙流川流域で発電専用容量を持つダムは、岩知志ダムと奥沙流ダムである。 

【対策案】 

■水系間導水 

現時点では関係者及び施設管理者等との

協議を伴うため不確定 

■他用途ダム容量買い上げ 

 岩知志ダム 

  容量買い上げ         約 46 万 m3 

※関係者及び施設管理者等との協議を伴うため不確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-26 検討概要図 

沙流川水系から新
冠川水系へ導水

鵡川水系から沙流
川水系へ導水

沙流川水系から鵡
川水系へ導水

平取

水道取水地点
(日高町)

凡 例

基準地点

岩知志ダム 

買収イメージ

発電容量

堆砂容量

新規利水等の容量と
して買い上げ

買収イメージ

発電容量

堆砂容量

新規利水等の容量と
して買い上げ

施 設 名 岩知志ダム

所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）

形 式 重力式コンクリート

目 的 発電

集 水 面 積 567km
2

総 貯 水 容 量 5,040千m
3

有効貯水容量 560千m
3

4-214



4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(17)  流水の正常な機能の維持対策案-16 他用途ダム容量の買い上げ＋河道外貯留施設 

【対策案の概要】 

・発電専用の容量を有する岩知志ダム及び奥沙流ダムの発電容量を一部買い上げ、並びに

河道外貯留施設（貯水池）を新設し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を

確保する。 

・岩知志ダム及び奥沙流ダムから発電容量買い上げについての影響について検討を行う。 

・河道外貯留施設は、必要量8,400千 m3を最も経済的に確保できる平取ダム事業区域とする。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

※沙流川流域で発電専用容量を持つダムは、岩知志ダムと奥沙流ダムである。 

【対策案】 

■他用途ダム容量買い上げ 

 岩知志ダム及び奥沙流ダム 

  容量買い上げ         約 72 万 m3 

■河道外貯留施設（貯水池） 

 貯留施設              6箇所 

  用地買収            約 100ha 

※関係者及び施設管理者等との協議を伴うため不確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-27 検討概要図 

平取

凡 例

基準地点 岩知志ダム 

貯水池位置図

←
沙
流
川

①

②

③

←額平川

二風谷湖

二風谷ダム

貯水池位置図

←
沙
流
川

①

②

③

←額平川

二風谷湖

二風谷ダム

施 設 名 奥沙流ダム
所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）
形 式 重力式コンクリート
目 的 発電
集 水 面 積 52km2

総 貯 水 容 量 530千m
3

有効貯水容量 155千m3

施 設 名 岩知志ダム

所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）

形 式 重力式コンクリート

目 的 発電

集 水 面 積 567km2

総 貯 水 容 量 5,040千m3

有効貯水容量 560千m3

奥沙流ダム奥沙流ダム

4-215



4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(18)  流水の正常な機能の維持対策案-17 他用途ダム容量の買い上げ＋地下水取水 

【対策案の概要】 

・発電専用の容量を有する岩知志ダム及び奥沙流ダムの発電容量を一部買い上げ、並びに

地下水取水施設を設置し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・岩知志ダム及び奥沙流ダムから発電容量買い上げについての影響について検討を行う。 

・各浄水場への導水施設を設置する。 

・導水施設の設置に伴い、用地買収を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

※沙流川流域で発電専用容量を持つダムは、岩知志ダムと奥沙流ダムである。 

【対策案】 

■他用途ダム容量買い上げ 

 岩知志ダム及び奥沙流ダム 

  容量買い上げ         約 72 万 m3 

■地下水取水（井戸新設） 

 井戸設置            約 650 本 

 導水施設           約 140 箇所 

※関係者及び施設管理者等との協議を伴うため不確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-28 検討概要図 

平取

凡 例

基準地点

井戸の想定設置範囲

岩知志ダム 

施 設 名 奥沙流ダム
所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）
形 式 重力式コンクリート
目 的 発電
集 水 面 積 52km

2

総 貯 水 容 量 530千m3

有効貯水容量 155千m3

施 設 名 岩知志ダム

所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）

形 式 重力式コンクリート

目 的 発電

集 水 面 積 567km2

総 貯 水 容 量 5,040千m3

有効貯水容量 560千m
3

奥沙流ダム奥沙流ダム
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(19)  流水の正常な機能の維持対策案-18 他用途ダム容量の買い上げ＋ため池 

【対策案の概要】 

・発電専用の容量を有する岩知志ダム及び奥沙流ダムの発電容量を一部買い上げ、並びに

ため池を設置し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・岩知志ダム及び奥沙流ダムから発電容量買い上げについての影響について検討を行う。 

・ため池の設置に伴い、用地買収を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

※沙流川流域で発電専用容量を持つダムは、岩知志ダムと奥沙流ダムである。 

【対策案】 

■他用途ダム容量買い上げ 

 岩知志ダム及び奥沙流ダム 

  容量買い上げ         約 72 万 m3 

■ため池 

 ため池                  140箇所 

  用地買収                約 280ha 

 導水施設                 140箇所 

※関係者及び施設管理者等との協議を伴うため不確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-29 検討概要図 

 

平取

凡 例

基準地点

ため池の想定設置範囲

岩知志ダム 

施 設 名 奥沙流ダム
所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）
形 式 重力式コンクリート
目 的 発電
集 水 面 積 52km2

総 貯 水 容 量 530千m3

有効貯水容量 155千m3

施 設 名 岩知志ダム

所 轄 ・ 所 管 北海道電力（株）

形 式 重力式コンクリート

目 的 発電

集 水 面 積 567km
2

総 貯 水 容 量 5,040千m
3

有効貯水容量 560千m
3

奥沙流ダム奥沙流ダム
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(20)  流水の正常な機能の維持対策案-19 既得水利の合理化・転用 

【対策案の概要】 

・沙流川の既存の水利使用を合理化・転用することにより、流水の正常な機能を維持する

ために必要な流量を確保する。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 21 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■既得水利の合理化・転用 

 現時点では関係利水者等との協議・調整

を行っていないため不確定 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 3 月時点 

図 4.4-30 検討概要図 

 

平取

凡 例

基準地点

沙流川水系の水利用の現状

名　　　称 最大取水量(m3/s) 件　　　数

発電 89.60 4

かんがい 13.05 95

工業 0.08 4

上水道 0.08 3

雑用水 0.15 4

計 102.96 110

既存の水利使用の合理化・

転用の想定範囲 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

4.4.1.4  概略評価（案） 

複数の流水の正常な機能の維持対策案について、コスト、地域社会への影響、実現性な

どを概略評価した結果を以下に示す。 

 

 

表 4.4-6 概略評価による複数の流水の正常な機能の維持対策案の抽出（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）立案した対策案について、極めてコストが高い案については抽出しない。 

注 2）「完成するまでに要する費用(概算)」については、平成 22 年度以降の残事業費である。 

 

No. 対策案
完成までに要する

費用（概算）
地域社会への影響、実現性など

抽出
（案）

0 平取ダム 約70億円 ・民有地の買収及び家屋移転が完了している ○

1 河道外貯留施設 約300億円
・貯水池設置に伴い、用地買収が必要となる
・地質・環境等の調査が必要となる

○

2 ダム再開発（二風谷ダムかさ上げ） 約100億円

・かさ上げに伴い、用地買収が必要となる
・ダム構造等技術的な検討や地質・環境等の調査が必要となる
・工事期間中における洪水調節、安定的な利水補給に配慮する必要が
ある
・関係者との調整が必要となる

○

3 ダム再開発（岩知志ダムかさ上げ） 約400億円

・かさ上げに伴い、用地買収が必要となる
・ダム構造等技術的な検討や地質・環境等の調査が必要となる
・工事期間中におけるダムの運用に配慮する必要がある
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

4 ダム再開発（二風谷ダム掘削） 約300億円

・必要な容量を維持していくために、掘削が必要となる
・工事期間中における洪水調節、安定的な利水補給に配慮する必要が
ある
・関係者との調整が必要となる

○

5 地下水取水 約400億円

・井戸や導水施設等の設置に伴い、用地買収が必要となる
・既存井戸や地盤沈下等の影響について検討が必要となる。
・伏流水や河川水への影響のほか、地質や水質についても調査が必要
となる

○

6 ため池 約700億円

・ため池の設置に伴い、用地買収が必要となる
・地質や環境等の調査が必要となる
・雨水あるいは地区内の流水により必要量を確保することが可能か調
査が必要となる

7 海水淡水化 約2,000億円 ・海水淡水化施設や導水施設の設置に伴い、用地買収が必要となる

8
ダム再開発（岩知志ダム掘削）＋河道外貯

留施設
不確定

・必要な容量を維持していくために、掘削が必要となる
・工事期間中におけるダムの運用に配慮する必要がある
・貯水池設置に伴い、用地買収が必要となる
・地質や環境等の調査が必要となる
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

9
ダム再開発（岩知志ダム掘削）＋地下水取

水
不確定

・必要な容量を維持していくために、掘削が必要となる
・工事期間中におけるダムの運用に配慮する必要がある
・井戸や導水施設等の設置に伴い、用地買収が必要となる
・既存井戸や地盤沈下等の影響について検討が必要となる。
・伏流水や河川水への影響のほか、地質や水質についても調査が必要
となる
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

10 ダム再開発（岩知志ダム掘削）＋ため池 不確定

・必要な容量を維持していくために、掘削が必要となる
・工事期間中におけるダムの運用に配慮する必要がある
・ため池の設置に伴い、用地買収が必要となる
・地質や環境等の調査が必要となる
・雨水あるいは地区内の流水により必要量を確保することが可能か調
査が必要となる
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○
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表 4.4-7 概略評価による複数の流水の正常な機能の維持対策案の抽出（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）立案した対策案について、極めてコストが高い案については抽出しない。 

注 2）「完成するまでに要する費用(概算)」については、平成 22 年度以降の残事業費である。 

 

 

 

No. 対策案
完成までに要する

費用（概算）
地域社会への影響、実現性など

抽出
（案）

11
ダム再開発（岩知志ダム掘削）＋水系間導

水
不確定

・必要な容量を維持していくために、掘削が必要となる
・工事期間中におけるダムの運用に配慮する必要がある
・鵡川からの導水増加や新冠川への導水減少による発電への影響を検
討する必要がある
・鵡川への影響について検討する必要がある
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

12 水系間導水＋河道外貯留施設 不確定

・鵡川からの導水増加や新冠川への導水減少による発電への影響を検
討する必要がある
・鵡川への影響について検討する必要がある
・貯水池設置に伴い、用地買収が必要となる。
・地質や環境等の調査が必要となる
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

13 水系間導水＋地下水取水 不確定

・鵡川からの導水増加や新冠川への導水減少による発電への影響を検
討する必要がある
・鵡川への影響について検討する必要がある
・井戸や導水施設等の設置に伴い、用地買収が必要となる
・既存井戸や地盤沈下等の影響について検討が必要となる。
・伏流水や河川水への影響のほか、地質や水質についても調査が必要
となる
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

14 水系間導水＋ため池 不確定

・鵡川からの導水増加や新冠川への導水減少による発電への影響を検
討する必要がある
・鵡川への影響について検討する必要がある
・ため池の設置に伴い、用地買収が必要となる
・地質や環境等の調査が必要となる
・雨水あるいは地区内の流水により必要量を確保することが可能か調
査が必要となる
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

15 水系間導水＋他用途ダム容量買い上げ 不確定

・鵡川からの導水増加や新冠川への導水減少による発電への影響を検
討する必要がある
・鵡川への影響について検討する必要がある
・発電容量の一部を買い上げるため、発電への影響を検討する必要が
ある
・工事期間中におけるダムの運用に配慮する必要がある
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

16 他用途ダム容量買い上げ＋河道外貯留施設 不確定

・発電容量を買い上げるため、発電への影響を検討する必要がある
・貯水池設置に伴い、用地買収が必要となる
・地質や環境等の調査が必要となる
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

17 他用途ダム容量買い上げ＋地下水取水 不確定

・発電容量を買い上げるため、発電への影響を検討する必要がある
・井戸や導水施設等の設置に伴い、用地買収が必要となる
・既存井戸や地盤沈下等の影響について検討が必要となる。
・伏流水や河川水への影響のほか、地質や水質についても調査が必要
となる
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

18 他用途ダム容量買い上げ＋ため池 不確定

・発電容量を買い上げるため、発電への影響を検討する必要がある
・ため池の設置に伴い、用地買収が必要となる
・地質や環境等の調査が必要となる
・雨水あるいは地区内の流水により必要量を確保することが可能か調
査が必要となる
・関係者や施設管理者との調整が必要となる

○

19 既得水利の合理化・転用 不確定

・水利権更新毎に用途別の必要流量については、適切に審査されてい
る
・かんがい用水については、これまでも老朽化等への対策が図られて
いる
・関係者との調整が必要となる

○
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4.4.1.5  関係者等の意見 

4.4.1.3 で概略評価した流水の正常な機能の維持対策案に現計画案を加えた複数の流水

の正常な機能の維持対策案について、平取ダムの関係河川使用者及び関係する事業者に意

見を聴いた。 

意見聴取先と意見聴取結果を以下に示す。 

 

(1)  関係河川使用者の意見 

 

【関係河川使用者】 

  ・ほくでんエコエナジー株式会社 

     ～ ダム再開発（二風谷ダム掘削） 

     ～ ダム再開発（二風谷ダムかさ上げ） 

  ・北海道電力株式会社 

     ～ ダム再開発（岩知志ダム掘削） 

     ～ ダム再開発（岩知志ダムかさ上げ） 

     ～ 他用途ダム容量の買い上げ 

     ～ 水系間導水 

 

図 4.4-31 流水の正常な機能の維持対策案の意見聴取先一覧 

 

1)  ほくでんエコエナジー株式会社 

 

●意見照会事項 

二風谷ダムの再開発（掘削、嵩上げ）を行い流水の正常な機能の維持の対策案とするこ

とに関する見解 

（No2 ダム再開発（二風谷ダムかさ上げ）） 

（No4 ダム再開発（二風谷ダム掘削）） 

 

 ●意見照会事項に関する回答 

・再開発期間中の二風谷発電所停止による減電は、当社の水力発電事業に大きな支障を

きたすものであり、容認できない。 

・再生可能エネルギーの価値が高まる中、水力発電は安定した電力の供給が可能な電源

であり、供給先との契約上、認められない。 

 

2)  北海道電力株式会社 

 

●意見照会事項 

 ・岩知志ダムの再開発（掘削、嵩上げ）を行い流水の正常な機能の維持の対策案とする

ことに関する見解 
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（No3 ダム再開発（岩知志ダムかさ上げ）） 

（No8～11 ダム再開発（岩知志ダム掘削）） 

 ・岩知志ダム、奥沙流ダムの利水容量買い上げを行い流水の正常な機能の維持の対策案

とすることに関する見解 

（No16～18 他用途ダム容量の買い上げ） 

 ・鵡川からの導水、新冠川への導水を活用して流水の正常な機能の維持の対策案とする

ことに関する見解 

（No11～15 水系間導水） 

 

●意見照会事項に関する回答 

・水力発電は、純国産の再生可能エネルギーとして、また、発電時に温室効果ガスであ

る CO２を排出しないクリーンエネルギーとして我が国のエネルギー政策上、重要な位置

づけである。 

・ダムを伴った貯水池式や調整池式の発電所においては、その発電容量により電力需給

が逼迫する時期の供給力確保、急激な需要変動に対する追従性、電力系統の安定運用

に重要な役割を担うものである。 

・今後、太陽光・風力等の出力変動の大きい再生エネルギーの導入が拡大されることが

予想され、このような発電容量を持ち系統調整力を発揮できる水力発電の重要性は更

に高まることが予想される。  

・岩知志ダムの堤体かさ上げに伴う設備改造は大規模な工事であり、長期間に及ぶこと

が予想される。土砂掘削量は膨大であり、必要容量を維持するために継続的に流入土

砂量分を掘削しなければならず、長期間に及ぶ継続的な掘削工事となることが予想さ

れる。  

・岩知志ダムの嵩上げ及び掘削工事期間中は、岩知志発電所の運用へ大きな制約を与え、

岩知志発電所長期停止による発電量の損失により貴重な水力エネルギーを失うもので

あり、本対策案に対しては同意できない。  

・岩知志ダムの堤体かさ上げを行った場合、上流に位置する日高発電所の放水口が水没

することとなり、日高発電所の運用制約が生じ、電力の安定供給に大きな影響を与え

ることが想定されるため、本対策案については同意できない。 

・岩知志ダム及び奥沙流ダムの利水容量買い上げを行うことは、貴重な水力エネルギー

を利用することが出来なくなり、電力の安定供給に大きな影響を与える可能性がある

本対策案に対しては同意できない。  

・水力発電の特性上、より大きい有効落差の得られる地点への導水や系統調整力のある

調整池への注水は発電電力量の確保や電力系統の安定運用に必要不可欠であり、当社

の水力発電事業に大きな影響を与える可能性がある本対策案に対しては同意できない。 

 

(2)  関係する事業者の意見 

関係する事業者に新たな既得水利権の合理化の予定について確認したところ、新たな合

理化の予定はなかった。 
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【関係する事業者】 

 ・北海道開発局農業水産部 

 ・北海道農政部 

 ・北海道環境生活部 

  ～ 既得水利の合理化・転用 

 

図 4.4-32 既存の水利使用の合理化・転用の意見聴取先一覧 

 

意見聴取結果を以下に示す。 

 

1)  北海道開発局農業水産部 

 

●意見照会事項 

日高町、平取町における水需要合理化にかかる土地改良事業予定の有無 

 

●意見照会事項に関する回答 

・現時点で国営土地改良事業の計画がない。 

2)  北海道農政部 

 

●意見照会事項 

日高町、平取町における水需要合理化にかかる土地改良事業予定の有無 

 

●意見照会事項に関する回答 

・道営農業農村整備事業の実施に向けて、平成 23 年度に事業計画の樹立を行っている地

区のうち、照会事項に該当する事業の予定はない。 

 

3)  北海道環境生活部 

 

●意見照会事項 

日高町、平取町における、水需要合理化を伴う水道事業の広域化に関する事業計画の予

定の有無 

 

●意見照会事項に関する回答 

・日高町及び平取町において、現時点で、既得水利の合理化を伴う水道事業の市町村の

行政区域を越えた広域化に関する事業計画が予定されている、水道法に基づく許可申

請・届出はない。 
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(3)  構成員の意見 

第 1 回から第 3 回検討の場において、構成員から 4.4.1.4 の概略評価で示した流水の正

常な機能の維持対策案以外を支持する意見はなかった。 

 

(4)  パブリックコメント 

4.4.1.3 で示した流水の正常な機能の維持対策案について、パブリックコメントを行った

が、流水の正常な機能の維持対策案以外を支持する意見はなかった。また、新たな流水の

正常な機能の維持対策案の提案はなかった。 

 

4.4.1.6  関係者等の意見を踏まえた概略評価 

4.4.1.1 の関係者等の意見を踏まえて概略評価を行い、流水の正常な機能の維持対策案を

抽出した結果を 表 4.4-8～表 4.4-9に示す。 

 

＜ご意見を踏まえた概略評価の内容＞ 

・流水の正常な機能の維持対策案 No.3（ダム再開発二風谷ダムかさ上げ）、No.8～18（ダム

再開発（岩知志ダム掘削））、水系間導水、他用途ダム容量買い上げを組み合わせた流水

の正常な機能の維持対策案の案を構成する各施設管理者に当該案に対する見解について

意見を聴いたところ、各施設管理者の利水計画に支障を与えることから同意できないと

の回答があり、他案と比較して実現性が低いことが明らかとなったことから、評価軸ご

との評価から除くものとする。 

・流水の正常な機能の維持対策案 No.19（既得水利の合理化・転用）については、現時点で

はこれらの見込みはなかったため、評価軸ごとの評価から除くものとする。 

・4.4.1.3 で棄却した対策案について、検討の場やパブリックコメントにおいて支持する意

見がなかったことから、評価軸ごとの評価を行う対策案としない。 

・パブリックコメントにおいて新たな流水の正常な機能の維持対策案の提案はなかった。 
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」
に
つ
い
て
は
、
平
成

2
2
年
度
以
降
の
残
事
業
費
で
あ
る
。
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4.
 平

取
ダ

ム
検
証
に
係

る
検

討
の
内
容
  

表
 4
.
4
-
9
 

関
係

者
等

の
意

見
を

踏
ま

え
た

概
略

評
価

に
よ

る
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
の

抽
出

の
整

理
（

2
/
2
）

 

                     

完
成

ま
で

に
要

す
る

費
用

（
概

算
）

評
価

軸
ご

と
の

評
価

1
0

ダ
ム

再
開

発
（

岩
知

志
ダ

ム
掘

削
）

＋
た
め

池
不

確
定

・
実

現
性

・
岩

知
志

ダ
ム

の
施

設
管

理
者

か
ら

、
「

長
期

間
に

及
ぶ

継
続

的
な

掘
削

工
事

と
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

掘
削

工
事

期
間

中
は

、
岩
知

志
発

電
所

長
期

停
止
に

よ
る

発
電

量
の

損
失

に
よ

り
貴

重
な

水
力

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

失
う
も

の
で

あ
り
、

本
対

策
案

に
対

し
て

は
同

意
で

き
な

い
」

と
の
回

答
が

あ
っ

た
。

1
1

ダ
ム

再
開

発
（

岩
知

志
ダ

ム
掘

削
）

＋
水

系
間
導

水
不

確
定

・
実

現
性

・
岩

知
志

ダ
ム

及
び

水
系

間
導

水
施

設
の

管
理

者
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
、

「
長

期
間

に
及

ぶ
継

続
的

な
掘

削
工

事
と

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る
。

掘
削

工
事

期
間

中
は

、
岩

知
志

発
電

所
長

期
停

止
に

よ
る

発
電

量
の

損
失

に
よ

り
貴

重
な

水
力

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

失
う

も
の

で
あ

り
、

本
対

策
案

に
対

し
て

は
同

意
で

き
な

い
」
、

「
当

社
の

発
電

事
業

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

本
対

策
案

に
対

し
て
同

意
で

き
な

い
」

と
の

回
答

が
あ

っ
た

。

1
2

水
系

間
導

水
＋

河
道

外
貯

留
施

設
不

確
定

・
実

現
性

・
水

系
間

導
水

の
施

設
管

理
者

か
ら

、
「

当
社
の

発
電

事
業

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

本
対

策
案

に
対

し
て

同
意

で
き

な
い

」
と

の
回

答
が

あ
っ

た
。

1
3

水
系

間
導

水
＋
地

下
水

取
水

不
確

定
・

実
現

性
・

水
系

間
導

水
の

施
設

管
理

者
か

ら
、

「
当

社
の

発
電

事
業

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

本
対

策
案

に
対

し
て

同
意

で
き

な
い

」
と

の
回

答
が

あ
っ

た
。

1
4

水
系

間
導

水
＋

た
め

池
不

確
定

・
実

現
性

・
水

系
間

導
水

の
施

設
管

理
者

か
ら

、
「

当
社
の

発
電

事
業

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

本
対

策
案

に
対

し
て

同
意

で
き

な
い

」
と

の
回

答
が

あ
っ

た
。

1
5

水
系

間
導

水
＋

他
用

途
ダ

ム
容

量
買

い
上

げ
不

確
定

・
実

現
性

・
水

系
間

導
水

及
び

岩
知

志
ダ

ム
と

奥
沙

流
ダ
ム
の

施
設

管
理

者
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
、

「
当

社
の

発
電

事
業

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

本
対

策
案

に
対

し
て

同
意

で
き

な
い

」
、

「
電

力
の

安
定

供
給

に
大

き
な

影
響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

る
本

対
策

案
に

対
し

て
は

同
意

で
き

な
い

」
と

の
回

答
が

あ
っ

た
。

1
6

他
用

途
ダ

ム
容

量
買

い
上

げ
＋

河
道

外
貯

留
不

確
定

・
実

現
性

・
岩

知
志

ダ
ム

と
奥

沙
流

ダ
ム

の
施

設
管

理
者
か

ら
、

「
電

力
の

安
定

供
給

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

本
対

策
案

に
対

し
て

は
同

意
で

き
な

い
」

と
の

回
答

が
あ

っ
た

。

1
7

他
用

途
ダ

ム
容

量
買

い
上

げ
＋

地
下

水
取

水
不

確
定

・
実

現
性

・
岩

知
志

ダ
ム

と
奥

沙
流

ダ
ム

の
施

設
管

理
者
か

ら
、

「
電

力
の

安
定

供
給

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

本
対

策
案

に
対

し
て

は
同

意
で

き
な

い
」

と
の

回
答

が
あ

っ
た

。

1
8

他
用

途
ダ

ム
容

量
買
い

上
げ

＋
た

め
池

不
確

定
・

実
現

性
・

岩
知

志
ダ

ム
と

奥
沙

流
ダ

ム
の

施
設

管
理

者
か

ら
、

「
電

力
の

安
定

供
給

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

本
対

策
案

に
対

し
て

は
同

意
で

き
な

い
」

と
の

回
答

が
あ

っ
た

。

1
9

既
得

水
利

の
合

理
化
・

転
用

不
確

定
・

実
現

性
・

現
在

適
切

に
水

利
使

用
が

行
わ

れ
て

お
り
、

新
た

な
合

理
化

の
予

定
が

無
い

こ
と

か
ら

、
必

要
量

を
確

保
す

る
見

込
み

が
な

い
。

N
o
.

対
策

案
概

略
評

価
結

果

不
適

当
と

考
え

ら
れ

る
評

価
軸

と
そ

の
理

由

注
）
「
完
成
す
る
ま
で
に
要
す
る
費
用
(
概
算
)
」
に
つ
い
て
は
、
平
成

2
2
年
度
以
降
の
残
事
業
費
で
あ
る
。
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

4.4.1.7  概略評価による流水の正常な機能の維持対策案の抽出結果 

概略評価で抽出する流水の正常な機能の維持対策案は下記の 4案とする。 

 

表 4.4-10 流水の正常な機能の維持対策案抽出 4 案 

No. 概略評価で抽出する流水の正常な機能の維持対策案 

0 平取ダム 

1 河道外貯留施設 

2 ダム再開発（二風谷ダムかさ上げ） 

5 地下水取水 

 

概略評価により抽出された流水の正常な機能の維持対策案 4案については、以下□と表現

することとした。 

 

No.0 平取ダム 

       → 現計画案 

 

No.1 河道外貯留施設 

       → 河道外貯留施設案 

 

No.2 ダム再開発（二風谷ダムかさ上げ） 

       → ダム再開発案 

 

No.5 地下水取水 

       → 地下水取水案 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

4.4.2  評価軸ごとの評価 

概略評価により抽出された流水の正常な機能の維持対策案について、「検証要領細目」に

示されている 6つの評価軸について評価を行った。 

以下に評価軸ごとの評価を行った対策案の概要を示す。 

なお、これらの対策案の完成までに要する費用等については、評価軸ごとの評価を行う

にあたり、詳細検討を行った結果を示している。 

 

その結果を 表 4.4-11～表 4.4-14に示す。 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(1)  現計画案 

【対策案の概要】 

・沙流川水系額平川に平取ダムを建設する。 

・平取ダム本体及び付替道路等の工事を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-33 検討概要図 

 

 

位置 沙流郡平取町字芽生 

ダム形式 重力式コンクリートダム 

堤体積 18.29 万 m3 

総貯水容量 4,580 万 m3 

0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)

平取ダム位置図

平取ダム

二風谷ダム
（完成）

平取（基準地点）

平取町

日高町

日高町

0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)

平取ダム位置図

平取ダム

二風谷ダム
（完成）

平取（基準地点）

平取町

日高町

日高町

奥沙流ダム

岩知志ダム 

平取ダム貯水池容量配分図平取ダム貯水池容量配分図

平取ダム完成予想図 

堤頂長

600.0m

堤高 

56.5m 

【対策案】 

■ダム 

 平取ダム 

平取ダム位置図 
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(2)  河道外貯留施設案 

【対策案の概要】 

・河道外貯留施設（貯水池）を新設し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を

確保する。 

・河道外貯留施設は、必要量 9,100 千 m3を最も経済的に確保できる平取ダム事業区域とす

る。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 24 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■河道外貯留施設（貯水池） 

 貯留施設            3箇所 

  用地買収                約 100ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-34 検討概要図 

平取

凡 例

基準地点

貯水池位置図

←
沙
流
川

①

②

③

←額平川

二風谷湖

二風谷ダム

貯水池位置図

←
沙
流
川

①

②

③

←額平川

二風谷湖

二風谷ダム
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(3)  ダム再開発案 

【対策案の概要】 

・二風谷ダムをかさ上げし、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・二風谷ダムのかさ上げに伴い、用地買収を行う。 

・ダム構造等技術的な検討や地質・環境等の調査を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 24 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■ダム再開発 

 二風谷ダムかさ上げ 

  ダムかさ上げ   約 1.3 万 m3 

  ゲート等改築   1 式 

用地買収      約 10ha 

  道路付替     約 0.1km 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-35 検討概要図 

平取

凡 例

基準地点

ダム再開発(かさ上げ)イメージ

かさ上げ前

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

かさ上げ後

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

かさ上げにより
新たに確保する容量

かさ上げ前

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

かさ上げ後

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

かさ上げにより
新たに確保する容量

水道等の他用途の利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

かさ上げにより
新たに確保する容量

施 設 名 二風谷ダム

所 轄 ・ 所 管 国土交通省

形 式 重力式コンクリート

目 的
洪水調節・水道・発電・

流水の正常な機能の維持
集 水 面 積 1,215km

2

総 貯 水 容 量 31,500千m
3

有効貯水容量 17,200千m
3

二風谷ダム二風谷ダム
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4. 平取ダム検証に係る検討の内容 
 

(4)  地下水取水案 

【対策案の概要】 

・地下水取水施設を設置し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を確保する。 

・各浄水場への導水施設を設置する。 

・導水施設の設置に伴い、用地買収を行う。 

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については平成 24 年度末時点のものである。 

【対策案】 

■地下水取水（井戸新設） 

 井戸設置             約 730 本 

 導水管         φ100mm、L=約 73km 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-36 検討概要図 

 

平取

凡 例

基準地点

井戸の想定設置範囲
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4.
 平

取
ダ

ム
検
証
に
係

る
検

討
の
内
容
  

表
 4
.
4
-
1
1
 

平
取

ダ
ム

検
証

に
係

る
検

討
 

総
括

整
理

表
（

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
）

 

                      

現
計
画
案

河
道

外
貯
留
施
設

案
ダ

ム
再
開
発
案

地
下
水
取
水

案

目
標

●
流
水
の

正
常
な

機
能

の
維
持
の

必
要
な

流
量

が
確
保
で

き
て
い
る
か

・
平

取
地

点
に

お
い

て
概

ね
1
1
m
3
/
s
を

確
保

で
き
る
。

・
平

取
地

点
に

お
い

て
概

ね
1
1
m
3
/
s
を

確
保

で
き
る
。

・
平

取
地

点
に

お
い

て
概

ね
1
1
m
3
/
s
を

確
保

で
き
る
。

・
平

取
地

点
に

お
い

て
概
ね

1
1
m
3
/
s
を

確
保

で
き
る
。

●
段
階
的

に
ど
の
よ
う

に
効
果
が

確
保
さ

れ
て

い
く
の
か

【
１
０
年
後
】

・
平
取
ダ
ム
は

完
成
し
、
水
供
給
が

可
能
と
な

る
と
想
定
さ
れ

る
。

【
１
０
年
後
】

・
関
係
住
民

、
関
係
機
関
と
調
整
が

整
え
ば
、

河
道
外
貯
留

施
設
は
事
業

実
施
中
と

な
る
と
想

定
さ
れ
る
。

【
１
０
年

後
】

・
関
係
住
民

、
関
係
機
関
と
調
整

が
整
え
ば
、

ダ
ム
再
開
発

は
事
業
実
施

中
と
な

る
と
想
定
さ

れ
る
。

【
１
０
年

後
】

・
関
係
住

民
、
関
係
機

関
と
調
整

が
整
え
ば
、

地
下
水
取

水
施
設
は
完

成
し
、
水

供
給
が
可
能

と
な
る
と
想
定
さ
れ

る
。

●
ど
の
範

囲
で
ど

の
よ

う
な
効
果

が
確
保

さ
れ

て
い
く
の

か
（
取

水
可

能
量
が
ど

の
よ
う
に
確

保
さ
れ
る

の
か
）

・
平
取
地
点
及

び
そ
の
下
流
で
効
果

を
確
保
で

き
る
。

・
平
取
地
点

及
び
そ
の
下

流
で
現
計

画
案
と
同

等
の
効
果
を

確
保
で
き

る
。

・
平
取
地
点

及
び
そ
の
下

流
で
現

計
画
案
と
同

等
の
効
果

を
確
保
で

き
る
。

・
平
取
地

点
及
び
そ
の

下
流
で
現

計
画
案
と
同

等
の
効
果

を
確
保
で

き
る
。

●
ど
の
よ

う
な
水

質
の

用
水
が
得

ら
れ
る
か

・
現
状
の
河
川

水
質
と
同
等
と
考
え

ら
れ
る
。

・
現
状
の
河

川
水
質
と
同

等
と
考
え

ら
れ
る
。

・
現
状
の

河
川
水
質
と
同

等
と
考

え
ら
れ
る
。

・
取
水
地

点
に
よ
り
得

ら
れ
る
水

質
が
異
な

る
。

コ
ス
ト

●
完
成
ま

で
に
要

す
る

費
用
は
ど

の
く
ら
い
か

約
6
9
億

円
（
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
）

約
3
8
0
億
円

約
1
0
0
億
円

約
2
3
0
億
円

（
費
用
は
平
成

2
5
年
度
以
降
の
残
事

業
費
）

（
費
用
は
平

成
2
5
年
度
以

降
の
残
事

業
費
）

（
費
用
は

平
成
2
5
年
度
以

降
の
残

事
業
費
）

（
費
用
は

平
成
2
5
年

度
以
降
の
残

事
業
費
）

●
維
持
管

理
に
要

す
る

費
用
は
ど

の
く
ら
い
か

約
4
6
百
万
円
/
年

約
1
9
0
百
万
円
/
年

約
2
0
0
百
万
円
/
年

約
2
2
0
百
万
円
/
年

●
そ
の
他

の
費
用

（
ダ

ム
中
止
に

伴
っ
て

発
生

す
る
費
用

等
）
は

ど
れ

く
ら
い
か

【
中
止
に
伴
う
費
用
】

・
発
生
し
な
い
。

【
中
止
に
伴
う
費
用
】

・
施
工
済
み

又
は
施
工
中
の
現
場
の

安
全
対
策

等
に

1
億

円
程

度
が

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

【
中
止
に

伴
う
費
用

】
・
施
工
済

み
又
は
施
工
中
の
現
場

の
安
全
対
策

等
に

1
億

円
程

度
が

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

【
中
止
に

伴
う
費
用

】
・
施
工
済

み
又
は
施
工

中
の
現
場

の
安
全
対
策

等
に

1
億

円
程

度
が

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

・
国
が
事
業

を
中
止
し
た
場
合
に
は

、
特
定
多

目
的
ダ
ム
法

に
基
づ
き
利

水
者
負
担
金
の
還
付

が
発
生
す
る

。
な
お
、
こ

れ
ま
で
の
利
水
者
負

担
金

の
合

計
は

1
億

円
で

あ
る

。

・
国
が
事

業
を
中
止
し
た
場
合
に

は
、
特
定
多

目
的
ダ
ム

法
に
基
づ
き
利

水
者
負
担
金
の
還
付

が
発
生
す

る
。
な
お
、
こ

れ
ま
で
の
利
水
者
負

担
金

の
合

計
は

1
億

円
で

あ
る
。

・
国
が
事

業
を
中
止
し

た
場
合
に

は
、
特
定
多

目
的
ダ
ム

法
に
基
づ
き

利
水
者
負
担
金
の
還
付

が
発
生
す

る
。
な
お
、

こ
れ
ま
で
の
利
水
者
負

担
金

の
合

計
は

1
億

円
で

あ
る
。

【
関
連
し
て
必

要
と
な

る
費
用
】

・
平
取
ダ
ム
建

設
に
よ
り
移
転
を
強

い
ら
れ
る

水
源
地
と
、
受

益
地
で
あ
る
下
流
域

と
の
地
域

間
で
利
害
が
異

な
る
こ
と
を
踏
ま
え

、
水
源
地

域
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
実
施

す
る
事

業
、
沙
流
川
ダ

ム
地
域
振
興

基
金
に

よ
る
事
業

（
い
わ
ゆ
る
水

特
、
基
金
）
が
実
施

さ
れ
る
。

【
そ
の
他
留

意
事
項
】

・
こ

れ
ら

の
他

に
生

活
再

建
事

業
の

残
額

が
2
9

億
円
程
度
で

あ
る
が
、
そ

の
実
施
の

扱
い
に
つ

い
て
、
今
後

、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

【
そ
の
他

留
意
事
項
】

・
こ

れ
ら

の
他

に
生

活
再

建
事

業
の

残
額

が
2
9

億
円
程
度

で
あ
る
が
、
そ

の
実
施

の
扱
い
に
つ

い
て
、
今

後
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る

。

【
そ
の
他

留
意
事
項
】

・
こ

れ
ら

の
他

に
生

活
再

建
事

業
の

残
額

が
2
9

億
円
程
度

で
あ
る
が
、

そ
の
実
施

の
扱
い
に
つ

い
て
、
今

後
、
検
討
す

る
必
要
が
あ

る
。

・
ダ
ム
建
設

を
前
提
と
し

た
水
特
、

基
金
の
残

事
業
の
扱
い

に
つ
い
て
、
今
後
、
検

討
す
る
必

要
が
あ
る
。

※
費
用
は
い

ず
れ
も
共

同
費
ベ
ー
ス

・
ダ
ム
建

設
を
前
提
と
し

た
水
特

、
基
金
の
残

事
業
の
扱

い
に
つ
い
て
、
今
後
、

検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

※
費
用
は

い
ず
れ
も
共
同
費
ベ
ー

ス

・
ダ
ム
建

設
を
前
提
と

し
た
水
特

、
基
金
の
残

事
業
の
扱

い
に
つ
い
て

、
今
後
、

検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

※
費
用
は

い
ず
れ
も
共
同
費
ベ
ー

ス

平
取
ダ
ム

河
道
外
貯

留
施
設

二
風
谷
ダ
ム
か
さ
上

げ
地
下

水
取
水

 
 
 
 
 
 
 
流

水
の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
実

施
内

容
の

概
要

評
価
軸
と
評

価
の
考
え
方
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表
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-
1
2
 

平
取

ダ
ム

検
証

に
係

る
検

討
 

総
括

整
理

表
（

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
）

 

                     

現
計

画
案

河
道
外

貯
留

施
設
案

実
現

性
●

土
地
所

有
者

等
の

協
力

の
見
通

し
は

ど
う
か

・
平

取
ダ

ム
建
設

に
必

要
な

民
有

地
（
約

34
0
h
a
)の

取
得
及
び

家
屋
移

転
（

1
7戸

）
は
完

了
し

て
い

る
。

・
河

道
外

貯
留

施
設
の
用

地
の
買

収
等

が
必

要
と

な
る

た
め
土

地
所

有
者

等
の
協

力
が

必
要

で
あ

る
。

な
お
、

現
時

点
で

は
、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所
有

者
及

び
関

係
機
関

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い
な

い
。

・
一

部
の

公
共
用

地
の

補
償
が

残
っ

て
い
る

が
、

了
解

を
得
ら

れ
て

い
る
。

●
関

係
す

る
河

川
使

用
者

の
同
意

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
利

水
参

画
者
（
日

高
町
・

平
取

町
）

は
、
現

行
の

基
本

計
画
に

同
意

し
て

い
る

。
・

河
道
外

貯
留

施
設
下

流
の

関
係

す
る

河
川

使
用

者
の

同
意
が

必
要

で
あ

る
。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

本
対
策

案
に

つ
い

て
関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明
等

を
行

っ
て

い
な
い

。

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に
参

画
し

て
い

る
者

へ
の
影

響
の

程
度

は
ど

う
か

●
そ

の
他

の
関

係
者

等
と

の
調
整

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
平

取
ダ

ム
建

設
に

伴
う
漁

業
関

係
者
と

の
調

整
を

実
施

し
て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・

河
道
外

貯
留

施
設
建

設
に

伴
う

漁
業

関
係
者

と
の
調

整
を
実

施
し

て
い
く

必
要
が

あ
る

。

●
事

業
期

間
は

ど
の

程
度

必
要
か

・
本

省
に

よ
る
対
応

方
針
等

の
決

定
を

受
け
、

本
体

工
事

の
契
約

手
続

の
開
始

後
か

ら
約
7
年

要
す

る
。

・
調

査
設

計
、

契
約

期
間

を
除
き

、
施

設
の

完
成

ま
で
概

ね
2
0
年

程
度
が

必
要
で

あ
る

。

・
こ

れ
に

加
え

、
事

業
用

地
の
所

有
者

、
関

係
機

関
、

周
辺
住

民
の

了
解

を
得
る

ま
で

の
期

間
が

必
要
で

あ
る

。

●
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
現

行
法

制
度
の
も

と
で
現

計
画

案
を

実
施
す

る
こ

と
は

可
能
で

あ
る

。
・

現
行
法

制
度

の
も

と
で

河
道
外

貯
留

施
設
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ
る

。

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性
の

見
通

し
は

ど
う

か

・
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
と

、
流

水
型
の

期
間

を
有

す
る
平

取
ダ

ム
の
堆

砂
に

つ
い
て

は
、

堆
砂

容
量
内
に

収
ま
る

と
予

測
さ

れ
て
お

り
、

技
術

上
の

観
点

か
ら
実

現
性

の
隘

路
と
な

る
要

素
は

な
い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い
。

持
続

性
●

将
来
に

わ
た

っ
て
持

続
可

能
と

い
え

る
か

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測
が

必
要

と
な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ
り
、

適
切
な

維
持

管
理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必
要

と
な

る
が
、

適
切
な

維
持
管

理
に

よ
り

持
続
可

能
で

あ
る

。

平
取

ダ
ム

河
道

外
貯
留

施
設

 
 
 
 
  
 
流

水
の

正
常

な
機
能

の
維

持
対
策

案
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
と
実

施
内

容
の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考
え

方

ダ
ム
再

開
発

案
地
下

水
取
水

案

・
ダ

ム
再

開
発
に

必
要

な
用
地

の
買
収

は
生

じ
な

い
。

・
地

下
水

取
水

施
設
及

び
導

水
施
設

の
用

地
の

買
収

等
が

必
要
と
な

る
た
め

、
土
地

所
有
者

等
の

協
力
が

必
要
で

あ
る

。
な
お

、
現
時

点
で

は
、

本
対

策
案
に
つ

い
て
土

地
所
有

者
及
び

関
係

機
関
等

に
説

明
等
を

行
っ

て
い
な

い
。

・
二

風
谷

ダ
ム
下

流
の

関
係
す

る
河
川

使
用
者

の
同

意
が

必
要
で

あ
る

が
、
現

時
点
で

は
、

本
対

策
案
に

つ
い
て

関
係

す
る
河

川
使
用

者
に

説
明

等
を
行

っ
て
い

な
い
。

・
地

下
水

取
水

施
設
下

流
の

関
係
す

る
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ
る

。
な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い
て

関
係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行
っ

て
い
な

い
。

【
二

風
谷

ダ
ム
発

電
事
業

者
か
ら

の
意
見

】
・

再
開
発

期
間
中

の
発

電
所
停

止
に
よ

る
減

電
は

、
事
業

に
大

き
な
支

障
を
き

た
す
も

の
で
あ

り
、

容
認

で
き
な

い
と
の

意
見

が
表
明

さ
れ

て
い

る
。

・
二

風
谷

ダ
ム
か

さ
上

げ
に
伴

う
漁
業

関
係
者

と
の

調
整

を
実
施

し
て
い

く
必
要

が
あ
る

。
・

地
下
水

取
水

施
設
建

設
に

伴
う
漁

業
関
係

者
と

の
調
整

を
実

施
し
て

い
く
必

要
が
あ

る
。

・
調

査
設

計
、

契
約
期

間
を
除

き
、
か

さ
上

げ
工

事
等
に

概
ね

3
年

程
度

必
要

で
あ
る

。
・

調
査
設

計
、

契
約

期
間
を

除
き
、

施
設

の
完

成
ま

で
年

間
事

業
費
の

制
約

が
な
け

れ
ば
概

ね
6
年

程
度

必
要
で

あ
る

。

・
こ

れ
に

加
え

、
関
係

機
関
、

周
辺
住

民
の

了
解

を
得
る

ま
で
の

期
間
が

必
要

で
あ
る

。
・

こ
れ
に

加
え

、
事

業
用
地

の
所
有

者
、

関
係

機
関

、
周

辺
住

民
の

了
解
を

得
る
ま

で
の
期

間
が

必
要
で

あ
る

。

・
現

行
法

制
度
の

も
と

で
ダ
ム

再
開
発

案
を

実
施

す
る
こ

と
は
可

能
で

あ
る
。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で
地

下
水
取

水
案
を

実
施

す
る
こ

と
は

可
能

で
あ
る

。

・
技

術
上

の
観

点
か
ら

実
現
性

の
隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い
。

・
他

に
影

響
を

与
え

な
い
揚

水
量
と

す
る
必

要
が

あ
る
た

め
、

現
地

に
お
け

る
十
分

な
調

査
が

必
要
で

あ
る

。

・
継

続
的

な
監

視
や
観

測
が
必

要
と
な

る
が
、

管
理

実
績

も
あ
り

、
適

切
な
維

持
管
理

に
よ

り
持

続
可
能

で
あ
る

。

・
大

量
の

地
下
水

取
水

で
あ

り
、
地

盤
沈
下

、
地

下
水
枯

渇
に

対
す

る
観
測

が
必
要

と
な

る
。

二
風

谷
ダ

ム
か

さ
上

げ
地
下

水
取
水
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平
取

ダ
ム

検
証

に
係

る
検

討
 

総
括

整
理

表
（

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
）

 

                    

現
計
画
案

河
道
外
貯

留
施
設

案

地
域
社
会

へ
の
影

響
●
事

業
地
及
び

そ
の
周

辺
へ

の
影
響
は

ど
の
程

度
か

・
平
取
ダ

ム
建
設

に
伴
う
湛
水

の
影
響

等
に
よ

る
地
す
べ

り
の
可

能
性
が
予

想
さ
れ

る
箇
所
に

つ
い
て
は

、
地
す

べ
り
対
策
が

必
要
に

な
る
。

・
河
道
外
貯

留
施
設

設
置
に
伴

う
信
仰

の
場
や

植
物
等
の
資

源
確
保

の
場
な
ど

ア
イ
ヌ

の
文
化

的
所
産
に
配

慮
す
る

必
要
が

あ
る
。

・
平
取
ダ

ム
建
設

予
定
地

周
辺
に
つ
い

て
、
信

仰
の
場
や

植
物
等

の
資
源
確

保
の
場
な

ど
ア
イ

ヌ
の
文
化

的
所
産

に
配
慮
し
、

調
査
を

行
っ
て

い
る
。

●
地

域
振
興
に

対
し
て

ど
の

よ
う
な
効

果
が
あ

る
か

・
平
取
ダ

ム
建
設

に
伴
う
貯

水
池
の

創
出
や

道
路

の
機
能

向
上
に

よ
る
地
域

振
興
の
可

能
性
が

あ
る
一
方

で
、
フ

ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
が
必

要
で
あ

る
。

・
新
た
な
水

面
が
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
の
場
と

な
り
、
地
域

振
興
に

つ
な
が

る
可
能

性
が
あ

る
。

●
地

域
間
の
利

害
の
衡

平
へ

の
配
慮
が

な
さ
れ

て
い

る
か

・
一
般
的

に
ダ
ム

を
新
た
に
建

設
す
る

場
合
、

移
転
を
強

い
ら
れ

る
水
源
地
と

、
受
益

地
で
あ

る
下
流
域

と
の
間

で
、
地
域

間
の
利
害

の
衡
平

の
調
整
が

必
要
に

な
る
。

・
河
道
外
貯

留
施
設

の
設
置
に

つ
い
て

は
、
平

取
地
点
よ
り

上
流
域

を
想
定
し

て
い
る

た
め
、

河
道
外
貯
留

施
設
で

影
響
す
る

地
域
住

民
の
十

分
な
理
解
、
協

力
を
得

る
必
要

が
あ
る
。

・
平
取
ダ

ム
の
場

合
に
は
、
現

段
階
で

補
償
措

置
等
に
よ

り
、
基

本
的
に
は
水

源
地
域

の
理
解

を
得
て
い

る
状
況
で

あ
る
。

・
な
お
、

こ
の
よ

う
に
地
域

間
で
利
害

が
異
な

る
こ
と
を

踏
ま
え

、
水
源
地

域
対
策

特
別
措

置
法

に
基
づ

き
実
施

す
る
事
業
、

沙
流
川

ダ
ム
地

域
振
興
基

金
の
活

用
が
講
じ

ら
れ
て

い
る
。

環
境
へ
の
影

響
●
水

環
境
に
対

し
て
ど

の
よ

う
な
影
響

が
あ
る

か

・
平
取
ダ

ム
完
成

後
の
ダ
ム
下

流
へ
の

影
響
に

つ
い
て
、

水
質
予

測
に
よ
る

と
、
洪
水

時
に
流

入
し
た
濁

質
に
よ

り
、
洪
水
の

直
後
や

融
雪
期

に
水
の
濁

り
が
予

測
さ
れ
る

た
め
、
洪

水
時
に

流
入
し
た

濁
質
を

、
融
雪
期

用
放
流

設
備
を
用

い
下
流
へ

速
や
か

に
流
す
等
の

環
境
保

全
措
置

を
講
ず
る

必
要
が

あ
る
。

・
河
道
外
貯

留
施
設

建
設
に
よ

り
、
貯

水
池
に

お
い
て
富
栄

養
化
等

が
生
じ

る
可
能

性
が
あ

る
。

・
水
質
予

測
に
よ

る
と
、
ダ
ム

下
流
の

水
温
上

昇
は
小
さ

い
と
予

測
さ
れ
る
。

ま
た
、

富
栄
養

化
が
発
生

す
る
可

能
性
は
低

い
と
予

測
さ
れ

る
。

●
地

下
水
位
、

地
盤
沈

下
や

地
下
水
の

塩
水
化

に
ど

の
よ
う

な
影
響
が

あ
る

か

・
地
下
水

位
等
へ

の
影
響
は
想

定
さ
れ

な
い
。

・
地
下
水
位

等
へ
の

影
響
は
想

定
さ
れ

な
い
。

平
取
ダ
ム

河
道
外

貯
留
施

設

  
  
  
 
流
水
の

正
常
な
機
能

の
維
持

対
策
案

  
  
  
 
  
  
  

  
  
  
と
実

施
内
容

の
概
要

評
価
軸
と

評
価
の

考
え
方

ダ
ム
再

開
発
案

地
下
水

取
水
案

・
影
響
は

小
さ
い

と
想
定
さ

れ
る
。

・
地
盤
沈

下
に

よ
る
周

辺
構
造

物
へ
の
影
響

が
懸

念
さ
れ
る
。

・
周
辺
の
井

戸
が
枯

れ
る
可
能

性
が
あ

る
。

・
効
果
は

想
定
さ
れ

な
い
。

・
効
果
は
想

定
さ
れ
な

い
。

・
ダ
ム
再

開
発
に
つ

い
て
は

、
二
風
谷
ダ

ム
事

業
用
地
を

想
定
し
て

い
る
た

め
、
地
域

間
の
利

害
の
衡
平
に

係
る
調

整
は
必
要
は

な
い
。

・
地
下
水

取
水
施
設
の

設
置
に

つ
い
て
は
、

平
取

地
点
よ

り
上

流
域
を

想
定
し

て
い
る
た

め
、

地
下
水
取
水
で

影
響
す

る
地
域

住
民
の
十
分

な
理

解
、
協

力
を
得
る
必

要
が
あ

る
。

・
沙
流
川
の
河

川
環
境

の
保
全

の
た
め

に
地

下
水

が
利
用
さ

れ
る
こ

と
に
つ

い
て
、
地
域
住

民
の

十
分
な
理

解
、
協
力

を
得
る

必
要
が
あ
る

。

・
現
状
の

二
風
谷
ダ

ム
に
お

い
て
富
栄

養
化
や

土
砂
に
よ

る
水
の
濁

り
、
水

温
上
昇
等
の

影
響

が
な
く
、

掘
削
後
も

回
転
率

に
大
き
な
変

化
が

生
じ
な
い

こ
と
か

ら
、
影
響

は
小
さ
い

と
想
定

さ
れ
る
。

・
渇
水
時
に

お
け
る
取

水
量
が

多
い
た

め
、

河
川

へ
の
流

出
量
の
減
少

な
ど
水

環
境
へ
の
影

響
が

想
定
さ

れ
る
。

・
地
下
水

位
等
へ
の

影
響
は

想
定
さ
れ

な
い
。

・
新
た
な
地

下
水
取

水
は
、
地

盤
沈
下
を
起

こ
す

お
そ
れ
が

あ
る
。

二
風
谷
ダ
ム
か

さ
上
げ

地
下

水
取
水
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4.
 平

取
ダ

ム
検
証
に
係

る
検

討
の
内
容
  

表
 4
.
4
-
1
4
 

平
取

ダ
ム

検
証

に
係

る
検

討
 

総
括

整
理

表
（

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
）

 

                     

現
計

画
案

河
道

外
貯
留

施
設

案

環
境
へ

の
影
響

●
生

物
の
多
様

性
の
確

保
及

び
流
域
の

自
然
環

境
全

体
に
ど
の

よ
う

な
影
響

が
あ
る

か

・
平
取

ダ
ム
建

設
に
よ

り
、
動

植
物
の

重
要
な

種
に
つ

い
て
、

生
息

・
生
育

地
の

消
失
や
生

息
・
生

育
環

境
へ
の

影
響
が

生
じ
る

と
予

想
さ

れ
る
種

が
あ

る
た
め
、

生
息

環
境
の
整

備
や
移

植
等
の

環
境

保
全
措

置
を
講

ず
る
必
要

が
あ

る
。

 -
湛
水

面
積
　

約
3
.1
k
m
2

・
河
道
外

貯
留

施
設
建

設
に

よ
り

、
生
物
の

多
様

性
及
び
流

域
の

自
然
環

境
に
影

響
を
与
え

る
可

能
性
が

あ
る
。

必
要
に
応

じ
、

生
息
環

境
の

整
備
や
移

植
等
の

環
境
保

全
措

置
を
行
う
必

要
が

あ
る
と
考

え
ら

れ
る
。

 
-
湛
水
面

積
　
約

1.
0
km

2

・
河
川

生
態

系
の
移
動

性
に
つ

い
て
、

魚
類
の

遡
上
、

降
下
へ

の
影
響

が
想
定

さ
れ
る

こ
と
か

ら
、
環

境
保

全
措
置
を

講
ず
る

必
要
が

あ
る
。

●
土

砂
流
動
が

ど
う
変

化
し

、
下
流
河

川
・
海

岸
に

ど
の
よ

う
に
影
響

す
る

か

・
シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
に
よ

る
と
、
平

取
ダ
ム

直
下
の

区
間
に

お
い
て

河
床

高
が
や
や

低
下
す

る
が
、

下
流

区
間
へ
の

流
出

土
砂
量
に

大
き
な

変
化
は

な
い

と
予
測
さ

れ
る
。

・
河
道
外
に

施
設

を
設
置
し

土
砂

供
給
に
変

化
を

お
よ
ぼ

さ
な

い
と
考
え

ら
れ

る
こ
と

か
ら
、

影
響
は
小
さ

い
と
想

定
さ
れ

る
。

●
景

観
、
人
と

自
然
と

の
豊

か
な
触
れ

合
い
に

ど
の

よ
う
な
影

響
が
あ

る
か

・
平
取

ダ
ム
建

設
に
伴

う
新
た

な
湖
面

創
出
に

よ
り
景

観
等
の

変
化
が

想
定

さ
れ
る
。

・
新
た
な
湖

面
創

出
に
よ

り
景
観

等
の
変

化
が

想
定
さ
れ

る
。

・
平
取

ダ
ム
建

設
予
定

地
周

辺
に
つ
い

て
、
信

仰
の
場

や
植
物

等
の
資

源
確

保
の
場
な

ど
ア
イ

ヌ
の
文

化
的

所
産
に
配

慮
し
、

調
査
を

行
っ
て

い
る
。

・
河
道
外

貯
留

施
設
設

置
に

伴
う

信
仰
の
場

や
植

物
等
の
資

源
確

保
の
場
な

ど
ア

イ
ヌ
の
文

化
的

所
産
に

配
慮

す
る
必
要

が
あ

る
。

●
C
O
２
排
出
負

荷
は
ど

う
変
わ

る
か

・
変
化

は
小

さ
い
と
想

定
さ

れ
る
。

・
変
化
は

小
さ

い
と
想
定

さ
れ

る
。

平
取
ダ

ム
河
道
外

貯
留
施

設

 
 
  
 
  
流

水
の
正

常
な
機

能
の
維

持
対
策

案
 
 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
 と

実
施
内

容
の
概

要

評
価
軸
と

評
価
の
考

え
方

ダ
ム
再
開
発
案

地
下

水
取
水
案

・
現
状
の
二

風
谷
ダ
ム
と

比
べ
、
湛

水
面
積
に

変
化
が
な
い
こ

と
か
ら
、

影
響
は
小

さ
い
と
想

定
さ
れ
る
。

 
-
湛
水
面
積
　
約

4
.
3
k
m
2

・
影

響
は
小
さ

い
と
想
定
さ

れ
る
。

・
現
状
の
二

風
谷
ダ
ム
下

流
に
お
い

て
、
大
き

な
河
床
低
下
が

生
じ
て
い

な
い
こ
と
か

ら
、
影

響
は
小
さ
い
と
想

定
さ
れ
る
。

河
道

外
に
施
設
を

設
置
し
土

砂
供
給
に

変
化
を

及
ぼ

さ
な
い
こ
と

か
ら
、
影

響
は
小
さ

い
と
想

定
さ

れ
る
。

・
既
存
ダ
ム
の

再
開
発
で

あ
り
、
景

観
等
へ
の

影
響
は
小
さ
い
と
想

定
さ
れ
る
。

・
景

観
等
へ
の
影
響

は
小
さ
い
と
想

定
さ
れ

る
。

・
二
風
谷
発

電
所
に
対
し

工
事
期
間

中
に
お
け

る
減
電
補
償
が

必
要
で
あ

り
、
こ
れ

に
対
応
す

る
分
量
の
C
O ２

排
出

量
が
増
加
す
る

。
一
方
で

ダ
ム
再
開
発
後

は
、
増
電

に
伴
う
C
O
２
排
出

量
の

減
少
が
想

定
さ
れ
る
。

・
ポ

ン
プ
使
用
に
よ

る
電
力
増

に
伴

い
CO

２
排

出
量

は
増

加
す
る
。

二
風
谷
ダ
ム

か
さ
上
げ

地
下
水
取

水

4-236




